
2021年12月期 本決算説明会

ヤマハ発動機株式会社
2022年2月10日

（証券コード：7272）
スポーツ電動アシスト自転車
ニューモデル「CROSSCORE RC」



● 業績予想について

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社の経営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化
により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、
主要市場における経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。

本日ご説明する内容

２０２１年１２月期 本決算

代表取締役社長 社長執行役員

日髙 祥博



概要説明



経営総括
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中期経営計画の総括
過去最高の売上高・営業利益
・各拠点・各部門が自律的かつ最適な判断のもと、需要回復を取り込む

収益性改善／財務基盤安定化
・DXによる効率化と生産性向上、グローバル生産体制の構造改革
・営業利益率 10.1%、 ROE3年平均12.8% 、自己資本比率 46.9%。

2022年の展望
需要環境と販売規模
・好調な需要が継続し、全事業で前年を上回る販売

損益分岐点経営の継続と定着
・半導体等の部品不足影響と、原材料・物流費等の高騰影響を想定
・限界利益率と経費率のコントロール
・プレミアム戦略の推進

財務戦略
・健全な財務体質を背景に、成長投資の加速と積極的な株主還元



※ 親会社株主に帰属する当期純利益

２０２１年実績 経営状況
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（億円）
２０１９年

実績
２０２０年

実績
２０２１年

実績
２０１９年

比
２０２０年

比

売上高 １６,６４８ １４,７１３ １８,１２５ １０９％ １２３％

営業利益 １,１５４ ８１７ １,８２３ １５８％ ２２３％

営業利益率 ６.９％ ５.６％ １０.１％ ＋３.１pts. ＋４.５pts.

経常利益 １,１９５ ８７７ １,８９４ １５９％ ２１６％

当期純利益 ７５７ ５３１ １,５５６ ２０５％ ２９３％

（＄・€） １０９・１２２ １０７・１２２ １１０・１３０ ー ー

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １４,０８７・３.９ １４,４４７・５.１ １４,２３６・５.４ ー ー

※

ＥＰＳ（円） ２１６.８３ １５１.８９ ４４５.６７ ２０５％ ２９３％

全事業で需要が急回復し、売上高・各利益ともに過去最高。
調達・生産・物流課題への迅速・柔軟な対応で、機会損失を最小化。
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185

141

111
△9 17 112

1,823

1,154

△207
△52 △40 3 13 22 △75
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4

372

71 3

100

2020年実績

（$/€： 107/122 ）

2021年実績

（110/130）

マリン
事業

金融
サービス

事業

ランド
モビリティ

事業

為替
影響

ロボティクス
事業

成長
戦略
費用
減少

（億円）

その他
事業

新興国
二輪車

先進国
二輪車

RV SPV

２０２１年 営業利益変動要因
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（YRH+52）

2019年実績

（$/€： 109/122 ）

1,556

531

マリン
事業

金融
サービス

事業

ランド
モビリティ

事業

為替
影響

ロボティクス
事業

成長
戦略
費用
減少

その他
事業

（YRH△6）

757

400

62

△303

27 6
100

新興国
二輪車

先進国
二輪車

RV SPV

親会社株主
に帰属する
当期純利益

主要事業全てで増益。新興国プレミアム戦略が奏功。



1,392
97 △316

17
△295

112 1,823

1,154 △622

71 △7
22

275 △75
817

２０２１年 営業利益変動要因 （要素別）

2020年実績

（$/€：107/122）

2021年実績

（$/€：110/130）

2019年実績

（$/€：109/122）

757

コスト
ダウン

為替
影響

成長戦略
費用減少

原材料

販管費
減少

親会社株主
に帰属する
当期純利益

為替
影響

成長戦略
費用減少 販管費

増加

531

1,556

減収影響

（億円）

コスト
ダウン 原材料

837428109 73

リベート
削減

規模
増加

販売金融
引当費用

減少

物流費
増加ミックス

改善 △55
531

ミックス改善が進み、原材料・人件費・物流費の増加を吸収。

増収
効果
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経営業績： ２０２２年 （年間予想）

※ 親会社株主に帰属する当期純利益 8

需要回復の継続と生産・販売の増加で、売上高・営業利益ともに前年を上回る。
2019年比でも、力強い回復が続く。

（＄・€） １０９・１２２ １０７・１２２ １１０・１３０ １１３・１２８

（$/ＩＤＲ・ＢＲ$） １４,０８７・３.９ １４,４４７・５.１ １４,２３６・５.４ １４,３００・５.６

※

（億円）
２０１９年

実績
２０２０年

実績
２０２１年

実績
２０２２年

予想
前年比

売上高 １６,６４８ １４,７１３ １８,１２５ ２０,０００ １１０％

営業利益 １,１５４ ８１７ １,８２３ １,９００ １０４％

営業利益率 ６.９％ ５.６％ １０.１％ ９.５％ △０.６pts.

経常利益 １,１９５ ８７７ １,８９４ １,９００ １００％

当期純利益 ７５７ ５３１ １,５５６ １,３００ ８４％



当社出荷台数 （2022年 年間予想）
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（2019年比）（2021年比）

商品/地域
上期
見通

下期
見通

年間
見通

上期
見通

下期
見通

年間
見通

二輪車

欧州・米国・日本 95% 125% 110% 105% 125% 115%

インドネシア 90% 115% 100% 65% 85% 75%

タイ 85% 120% 100% 90% 100% 95%

ベトナム 90% 125% 105% 90% 85% 90%

フィリピン 80% 135% 105% 65% 95% 80%

中国 95% 130% 110% 190% 140% 155%

インド 110% 115% 110% 75% 125% 100%

ブラジル 75% 135% 105% 105% 185% 145%

ATV+ROV 北米 105% 120% 110% 145% 150% 150%

PAS 130% 110% 120% 165% 140% 150%

船外機 北米・欧州 115% 110% 110% 110% 140% 125%

マウンター 85% 140% 105% 165% 185% 175%

需要は好調の見通しだが、半導体不足等の１Q影響を年間で挽回する前提。



44 100
31 △64 23

△121 63

1,900

1,154

243

133
100

114
4 40 37

1,823

57 △15 2

2022年予想

（113/128）

マリン
事業

金融
サービス

事業

ランド
モビリティ

事業
為替
影響

ロボティクス
事業

成長
戦略
費用
増加

（億円）

その他
事業

MC RV SPV

営業利益変動要因 （年間予想）
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前年に一過性要因のある金融事業を除き、全ての事業で増益
新規事業開発、ＣＮ対応等、将来に向け成長戦略費用を増やす。

2019年実績

（$/€： 109/122 ）

1,300

1,556

マリン
事業

金融
サービス

事業ランド
モビリティ

事業

為替
影響

ロボティクス
事業

成長
戦略
費用
減少

その他
事業

（YRH+46）

757

400

66 69
98

10

100

新興国
二輪車先進国

二輪車

RV SPV

親会社株主
に帰属する
当期純利益

2021年実績

（110/130）



1,043

631,823
1,900

177

△121 △454

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

鉄・アルミを中心に原材料がさらに高騰。
価格転嫁等の対策で可能な限り吸収する。

△323

1,154

770
168

40 37

2022年 営業利益変動要因 （要素別）

2021年実績

（$/€：110/130）

2022年予算

（$/€：113/128）

2019年実績

（$/€：109/122）

757

コスト
ダウン増収

効果 為替
影響

成長戦略
費用減少

原材料
販管費
増加

親会社株主
に帰属する
当期純利益

△21

増収
効果

為替
影響

成長戦略
費用増加

販管費
増加

1,556
1,300

コスト
ダウン 原材料

467

770 △117
△49

リベート
増加

規模
増加

販売金融引当
（前年との段差）

物流費
増加

値上/
ミックス
改善

△28

△631
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2020年実績 2021年実績 2022年計画

主要財務指標

業績回復と効率性・安定性の改善により、ROEが大幅に回復。

12
2020年実績 2021年実績 2022年計画

0.93 

1.04 1.06 

1.13 

1.28 1.31 

7.5%

19.8%

14.5%

3.6%

8.6%

6.5%

7,146 

8,592 
9,346 

43.6% 46.9% 47.9%

総資産回転率(破線：販売金融を除く) 自己資本（億円）・自己資本比率

当期利益率ＲＯＥ



株主還元

好調な業績を受け、前回予想100円から増配。
2022年も、安定的・継続的に株主還元を実施。

ＥＰＳ ： 151.89円 445.67円

1,556
1,300

375.87円

総還元性向：
（自己株式取得含む）

39.5% 32.8% 30.6%

年間配当

当期利益
（億円）

2020年
実績

2021年
実績

2022年
予想

757

531

60円

115円 115円

216.83円

41.5%

2019年
実績

757
757

90円

13



事業別説明



11,198 
9,465 

11,797 
13,030 

3,501 

3,283 

3,911 

4,320 756 

830 

1,203 

1,400 

409 

461 

486 

510 

783 

674 

727 

740 

416

185

687 660

584

506

768 900
77

33

176

200

80

76

191
130

17

0
10

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

売上高 営業利益

その他

ロボティクス
金融サービス

マリン

10.1%

（億円）

5.6%

2020年
実績

2019年
実績

ランド
モビリティ

14,713

1,154 817

（$/€： 109/122 ） （107/122）

16,648

事業別 売上高・営業利益

15

18,125

1,823

6.9%

2021年
実績

（110/130）

△4

※「その他」に含めていたAMを「ランドモビリティ」と「マリン」に分割・集約したため、2019年数値を組替

2022年
予想

2020年
実績

2019年
実績

2021年
実績

2022年
予想

（113/128）

20,000 9.5%

1,900



△178

510

629

△462

△4153
378

525

257

△244

△19

2,231 2,195 2,494 2,790 

6,518 

5,053 

6,255 
6,800 

1,220 

988 

1,416 

1,510 

19年 20年 21年 22年

ランドモビリティ事業

売上高
（億円）

営業
利益率

9,969 8,235

中南米・
その他

アジア

先進国

3.8% 1.4%

二輪車事業

16

10,165

5.2%

先進国構造改革と新興国プレミアム戦略により、営業利益率向上。
原材料等コストアップに対し、規模・収益性を最大化。

11,100

2020年
実績

2019年
実績

（$/€： 109/122 ）（107/122）

2021年
実績

（110/130）

2022年
予想
（113/128）

4.6%

利益改善内訳

7,557

2022年予想2021年実績2019年実績

規模・
収益性

販管費
増加

為替
影響

原材料
UP

規模・
収益性 販管費

減少

為替
影響

原材料
UP



17

売上高
（億円）

営業
利益率

789 798 

1,127 

1,330 

19年 20年 21年 22年

△3.3% △0.5%

441 432 
505 

600 

19年 20年 21年 22年

14.6% 16.2%

売上高
（億円）

営業
利益率

RV事業 SPV事業

ランドモビリティ事業
RV事業、SPV事業

7.5% 15.4%

2020年
実績

2019年
実績

（$/€： 109/122 ）（107/122）

2021年
実績

（110/130）

2022年
予想
（113/128）

5.6%

2020年
実績

2019年
実績

2021年
実績

2022年
予想

12.5%

Wolverine RMAXシリーズ効果で、黒字化。
注力領域でブランド力向上とシェアを拡大。

市場拡大にあわせ、着実に規模が拡大。
事業成長を加速していく。



8
584

768

184 △52 45

△141

900314△95

54

1,877 1,785 
2,126 

2,450 

1,624 
1,498 

1,785 

1,870 

19年20年21年22年

船外機

WV・
ボート等

3,501 3,283

16.7% 15.4%

売上高
（億円）

営業
利益率

マリン事業

18

3,911

19.6%

2021年
実績

2022年
予想

原材料
UP

規模・
収益性

販管費
増加

為替
影響

2019年
実績

原材料
UP

規模・
収益性 販管費

減少

為替
影響

利益改善内訳

2020年
実績

2019年
実績

（$/€： 109/122 ）（107/122）

2021年
実績

（110/130）

2022年
予想
（113/128）

4,320

20.8%

大型船外機の需要堅調とWVの供給課題解消により、過去最高益。
2022年もフル稼働で供給を進める。



売上高
（億円）

営業
利益率

636 634 

876 
980 

120 196 

327 

420 

19年 20年 21年 22年

10.2% 4.0%

ロボティクス事業

19

756 830

YRH分

14.3%

1,400

2020年
実績

2019年
実績

（$/€： 109/122 ）（107/122）

2021年
実績

（110/130）

2022年
予想
（113/128）

14.7%

1,203

設備投資回復を背景に大幅増収。YRH黒字化達成により収益性も改善。
事業統合シナジー創出で、成長を加速していく。

△3

46

77

176

55 △3
4

0

200

34
△23 12

規模・
収益性

販管費
増加 為替

影響

原材料
UP

規模・
収益性

販管費
増加為替

影響

YRH

YRH

2021年
年間実績

2022年
年間予想

2019年
年間実績

利益改善内訳



409 
461 486 510 

19年 20年 21年 22年

2,288 
2,770 2,935 

3,230 

761 

734 
827 

1,070 

19年 20年 21年 22年

19.6% 16.4%

売上高
（億円）

営業
利益率

債権残高
（億円）

（$： 110） （104）

期末日レート

2020年末
実績

2019年末
実績

3,049 3,504

北米

その他

金融サービス事業

20

39.4%
4,300

（115）

2022年末
予想

3,762

2021年末
実績

（113）

2020年
実績

2019年
実績

（$/€： 109/122 ）（107/122）

2021年
実績

（110/130）

2022年
予想
（113/128）

25.5%

債権残高は安定的に増加し、増収。一過性の貸倒引当費用減少もあり大きく増益。
2022年は卸売ファイナス増加により、債権残高拡大が継続。





88 86 99 98
63 56

67 73

186 180 189 210

4,261

3,077 3,577
3,864

458

403

558
612

5,056

3,802

4,490
4,858

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

予想

382 377 378 400
423 393 462 550

1,328 1,315 1,512 1,700

6,518
5,053

6,255
6,800

1,319

1,098

1,558

1,650
9,969

8,235

10,165
11,100

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

予想

売上高
（億円）

出荷台数
（千台）

アジア

欧州
北米
日本

その他

（$/€）

二輪車販売台数・売上高

22
（109/122 ） （107/122） （110/130）（113/128）



290 274 285

2,059 1,907
2,264

498
534

689196 196

217458
373

4573,501
3,283

3,911

4,320

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

予想

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン

マリン、ロボティクス 売上高

279 256 260

32
26 38

58 58
101

375 487

795
12

4756
830

1,203

1,400

2019年

実績

2020年

実績

2021年

実績

2022年

予想

9

ロボティクス

23

（億円）

（$/€） （109/122 ） （107/122） （110/130）（113/128）



主要商品別 当社出荷台数 （2021年実績）

２０２０年比 ２０１９年比

商品/地域 出荷 在庫 出荷 在庫

二輪車

欧州・米国・日本 110% 99% 106% 66%

インドネシア 152% 86% 74% 53%

タイ 111% 61% 94% 40%

ベトナム 93% 123% 83% 109%

フィリピン 114% 101% 76% 49%

中国 120% 115% 140% 102%

インド 107% 96% 87% 117%

ブラジル 138% 118% 138% 91%

ATV+ROV 北米 126% 139% 134% 60%

PAS 123% - 127% -

船外機 北米・欧州 114% 129% 109% 60%

マウンター 135% - 165% -
24

先進国・中国・ブラジル、マウンターは好調な需要で2019年を上回る。

※二輪車・ATV+ROVは流通在庫、船外機は拠点在庫の12月末時点台数ベース

※※



1,328 1,315 
1,512 

423 393 

462 

382 377 

378 99 
110 

142 

19年 20年 21年

ランドモビリティ事業

売上高
（億円）

営業
利益率

2,231 2,195

欧州

北米

大洋州

日本

△6.4% △3.9%

二輪車事業 （先進国、新興国）
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2020年
実績

2019年
実績

（$/€： 109/122 ） （107/122）

2021年
実績

（110/130）

2,494

△1.1%

6,518 

5,053 

6,255 

1,220 

988 

1,416 

19年 20年 21年

売上高
（億円）

営業
利益率

7,738 6,040

6.7% 3.4%

アジア

中南米・
その他

（14,447/5.1） （14,236/5.4）

2020年
実績

2019年
実績

2021年
実績

7,671

7.2%

（13,900/5.2）

先進国 新興国

全地域で増収。
構造改革により、着実に赤字幅が縮小。

中南米好調。
プレミアム戦略推進により、ミックスが改善。



2020年
実績

2021年
実績

（億円）

2022年
予想

＋645

株主還元

+218

当期利益

償却費
設備投資

運転資金
増加他

成長投資

株主還元に必要なキャッシュを確保しながら、戦略的に成長投資を加速。

キャッシュ・フロー（販売金融除く）

26

運転資金
減少他

Cash-In Cash-Out

+46



設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債

１９年 ２０年 ２１年

設備投資 581 538 670

減価償却費 497 482 511

研究開発費 1,020 940 953

有利子負債 3,650 4,669 4,585

（億円）

27



為替影響 （対前年）

21年 実績 （年間） 22年予想 （年間）

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計

本社の輸出入にかかる為替影響 38 50 28 124 65 △16 5 54

為替による仕入影響 （海外子会社） 0 0 △51 △51 0 0 △14 △14

粗利益の換算影響 （海外子会社） 22 37 64 122 26 △10 35 51

販管費の換算影響 （海外子会社） △17 △22 △45 △84 △16 7 △20 △29

営業利益への為替影響 43 73 △4 112 75 △19 6 63

為替感応度

１円の変動が営業利益

に与える影響額

US$
15億円

EURO
7億円

US$
16億円

EURO
9億円

28
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